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キ
ブ
ツ
・
エ
ン
・
ゲ
ヴ
住
民
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
の
活
動

（
二
〇
〇
九
年
）

岡

田

真

弓

一
、
活
動
の
概
要

パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学Public

A
rchaeology （

１
）
と
は
、
遺
物
や
遺

跡
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
分
析
し
て
過
去
の
事
象
を
考
察
す
る
従

来
の
考
古
学
と
は
異
な
り
、
発
掘
調
査
や
そ
の
後
の
研
究
活
動
そ

の
も
の
を
現
代
の
枠
組
み
で
捉
え
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

考
古
資
源
が
如
何
に
現
代
社
会
に
お
い
て
継
承
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
考
古
資

源
と
市
民
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
活
動
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
た
学
問

だ
と
言
え
る
（
２
）
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
が
示
す
範
囲
に
つ
い

て
、
松
田
（
３
）
と
メ
リ
マ
ンM

errim
an （

４
）
が
二
つ
の
概
念
「
国
家

（state

）」
と
「
市
民
（people

）」
を
提
示
し
て
い
る
。
前
者
の

事
例
と
し
て
は
、
国
営
の
博
物
館
や
研
究
機
関
に
よ
る
国
史
研
究

及
び
保
存
の
奨
励
、
考
古
学
遺
物
・
遺
構
に
係
わ
る
法
令
の
整
備

や
管
理
、
発
掘
許
可
、
報
告
書
作
成
、
遺
物
や
骨
董
品
売
買
に
至

る
ま
で
国
家
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

物
質
を
通
し
て
「
歴
史
を
解
釈
す
る
」
諸
行
為
を
管
理
す
る
こ
と

は
、
そ
の
国
の
歴
史
を
管
理
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
世

界
の
様
々
な
地
域
で
、
調
査
研
究
や
歴
史
研
究
に
対
し
て
国
家
が

深
く
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
国
家
と
考
古
学
が
密
接
に
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
者
「
市
民
」
と
し
て
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
文
化
に
つ
い
て
議
論
し
、
そ
の
生
産

物
を
享
受
す
る
個
人
の
集
合
体
で
あ
り
、
彼
ら
の
反
応
は
社
会
的

意
見
と
し
て
反
映
さ
れ
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。
こ
れ
は
、
そ

の
歴
史
文
化
を
培
い
将
来
に
わ
た
っ
て
担
っ
て
い
く
市
民
（
地
域

研
究
ノ
ー
ト

キ
ブ
ツ
・
エ
ン
・
ゲ
ヴ
住
民
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
の
活
動
（
二
〇
〇
九
年
）

九
九
（
三
〇
九
）



住
民localpeople

）
が
調
査
研
究
に
積
極
的
に
携
わ
る
こ
と
で
、

遺
跡
や
遺
物
を
彼
ら
の
社
会
発
展
に
繋
が
る
資
源
と
し
て
活
か
す

道
筋
を
考
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
〇
年
代

の
イ
ギ
リ
ス
で
、
市
民
が
発
掘
調
査
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
歴
史
解
釈
の
プ
ロ
セ
ス
を
市
民
と
共
有
し
よ
う
と
い
う

試
み
が
始
ま
っ
た
（
６
）
。
過
去
を
研
究
者
の
占
有
物
に
す
る
の
で
は
な

く
、
現
在
そ
の
歴
史
に
関
わ
っ
て
い
た
り
、
興
味
を
持
っ
て
い
る

市
民
に
対
し
て
も
、
過
去
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
開
放
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古

学
の
先
駆
け
と
言
え
、
現
在
で
は
世
界
各
地
で
同
様
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
九
年
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
イ
ス
ラ
エ
ル
考
古
学
調
査
団

（
団
長

杉
本
智
俊
文
学
部
教
授
）
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
エ
ン
・

ゲ
ヴ
遺
跡
に
お
い
て
考
古
学
調
査
を
行
っ
て
い
る
（
７
）
。
本
稿
で
は
、

今
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
で
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
活
動
、

具
体
的
に
は
日
刊
考
古
学
新
聞
、
現
地
説
明
会
及
び
遺
跡
保
存
・

公
園
化
立
案
班
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

今
回
、
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
発
掘
調
査
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
を

実
践
す
る
意
義
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
本
チ
ー
ム
が
考
古
学

者
だ
け
で
は
な
く
、
遺
跡
周
辺
の
地
形
の
解
明
や
遺
跡
活
用
の
為

の
空
間
設
計
を
行
う
研
究
者
が
参
加
し
て
お
り
、
遺
跡
を
中
心
と

し
た
総
合
的
な
研
究
を
目
指
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研

究
を
用
い
る
こ
と
で
、
教
育
や
観
光
の
分
野
に
お
い
て
、
遺
跡
が

将
来
的
に
キ
ブ
ツ
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
農
業
共
同
体
の
こ
と
で
、
遺

跡
は
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
）
を
支
え
る
多
角
的
な
文
化
資
源
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
二
つ
目
に
は
遺
跡
が
キ
ブ
ツ
の

中
に
あ
り
、
地
元
住
民
の
生
活
空
間
と
発
掘
調
査
地
区
が
近
接
し

て
い
る
為
、
調
査
団
は
周
辺
住
民
に
対
し
て
調
査
に
関
す
る
情
報

を
伝
え
る
義
務
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
は
考
古

学
者
に
と
っ
て
は
研
究
調
査
対
象
で
あ
っ
て
も
、
キ
ブ
ツ
住
民
に

と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い
。
生
活
空
間
の
一
部
で
あ
り
、
景
観
の

一
部
で
あ
り
、
あ
る
人
々
に
と
っ
て
は
思
い
出
の
一
部
で
あ
り
、

あ
る
人
々
に
と
っ
て
は
観
光
資
源
で
あ
り
、
あ
る
人
々
に
と
っ
て

は
当
地
域
の
歴
史
を
語
る
教
育
資
源
と
し
て
遺
跡
は
存
在
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
周
辺
住
民
と
近
接
し
た
空
間
を
調
査
す
る
際
に
は
、

遺
跡
に
対
す
る
多
様
な
価
値
観
に
留
意
し
な
が
ら
、
遺
跡
を
中
心

と
し
て
如
何
に
研
究
者
と
生
活
者
を
結
び
つ
け
る
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

発
掘
調
査
初
年
度
で
あ
る
二
〇
〇
九
年
度
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
考

古
学
の
活
動
と
し
て
、
キ
ブ
ツ
住
民
に
次
の
三
点
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
発
掘
調
査
団
の
目
的
、
発
掘
調
査
の

史

学

第
七
九
巻

第
三
号

一
〇
〇
（
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一
〇
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内
容
、
そ
し
て
発
掘
と
共
に
行
わ
れ
る
地
理
や
遺
跡
保
存
の
研
究

者
た
ち
の
活
動
で
あ
る
。
キ
ブ
ツ
住
民
と
考
古
学
調
査
の
橋
渡
し

を
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
我
々
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
っ
た
。

二
、
日
刊
考
古
学
新
聞

日
刊
考
古
学
新
聞
の
案
は
、
北
海
道
大
学
の
チ
ャ
シ
コ
ツ
岬
Ｂ

遺
跡
発
掘
調
査
団
が
二
〇
〇
八
年
か
ら
行
っ
て
い
る
活
動
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
八
年
北
海
道
大
学

が
中
心
と
な
っ
て
知
床
で
行
っ
て
い
る
文
化
資
源
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
際
に
、
発
掘
調
査
中
に
新
聞
を
発

行
す
る
試
み
を
知
っ
た
（
８
）
。
こ
の
新
聞
の
特
徴
は
、
毎
日
調
査
に
関

す
る
記
事
を
掲
載
し
た
新
聞
を
刊
行
す
る
点
に
あ
る
。
Ａ
４
サ
イ

ズ
一
枚
に
、
そ
の
日
に
行
わ
れ
た
調
査
内
容
を
書
き
、
関
連
す
る

写
真
を
載
せ
る
。
そ
し
て
次
の
日
に
、
配
布
・
掲
示
す
る
の
で
あ

る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
調
査
終
了
後
の
遺
跡
の
埋
め
戻
し
が
キ

ブ
ツ
側
と
の
事
前
合
意
事
項
で
あ
っ
た
。
そ
の
為
、
作
業
後
に
遺

跡
の
状
態
を
確
認
し
た
い
場
合
は
、
半
年
か
ら
一
年
後
に
発
行
さ

れ
る
学
術
的
な
発
掘
調
査
報
告
書
を
待
た
ね
ば
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
日
々
の
遺
跡
の
情
況
を
発
信
す
る
こ

と
は
、
キ
ブ
ツ
住
民
へ
の
情
報
公
開
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。

エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
発
掘
調
査
期
間
二
〇
〇
九
年
八
月
三
日
月

曜
日
か
ら
八
月
二
一
日
金
曜
日
の
間
、
作
業
が
行
わ
れ
た
日
は
毎

日
新
聞
を
発
行
し
た
。
新
聞
の
名
前
は
ヘ
ブ
ル
語
で
「
考
古
学
新

聞
」
を
意
味
す
る
「IT

O
N

A
R
C
H
E
O
LO

G
IA

」
と
し
た
。
掲

示
場
所
に
選
ん
だ
の
は
多
く
の
キ
ブ
ツ
住
民
が
毎
日
立
ち
寄
る
場

所
で
あ
る
共
同
食
堂
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
掲
示
板
と
し
、

朝
食
の
時
間
に
新
し
い
新
聞
を
掲
示
し
た
。
前
日
に
行
わ
れ
た
作

業
内
容
が
、
次
の
日
の
朝
食
時
に
は
住
民
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
。

こ
の
新
聞
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
速
報
性
が
あ
り
臨
場
感
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
速
報
性
と
臨
場
感
は
考
古
学
的
解
釈

が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
上
で
重

要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
八
月
一
四
日
金
曜
日
付
け
（
発
行
は
翌
日

八
月
一
五
日
土
曜
日
）
の
新
聞
で
は
、
テ
ラ
・
ピ
ゼ
と
呼
ば
れ
る

工
法
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
鉄
器
時
代
の
壁
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
を
報
じ
た
。
テ
ラ
・
ピ
ゼ
が
こ
れ
ほ
ど
保
存
の
良
い
状
態
で

残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
こ
と
も
伝
え
た
。
そ
の
結
果
、
作
業
が

開
始
さ
れ
た
翌
週
月
曜
日
に
は
、
キ
ブ
ツ
の
住
民
が
検
出
さ
れ
た

ば
か
り
の
テ
ラ
・
ピ
ゼ
を
見
に
遺
跡
を
訪
れ
た
。
正
確
な
人
数
は

キ
ブ
ツ
・
エ
ン
・
ゲ
ヴ
住
民
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
の
活
動
（
二
〇
〇
九
年
）

一
〇
一
（
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一
一
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数
え
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
中
で
一
番
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
発
掘
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
、
遺
跡
の
姿

は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
一
日
の
間
に
、
何
百
年
分
の
歴

史
を
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
掘
り
進
む
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
新

鮮
な
情
報
が
住
民
に
迅
速
に
伝
わ
る
こ
と
で
、
移
り
変
わ
り

の
速
い
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
、
運
が
良
け
れ
ば
前
日
報
道

さ
れ
た
発
見
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

毎
日
刊
行
す
る
と
い
っ
て
も
、
発
掘
調
査
に
お
い
て
常
に

驚
く
よ
う
な
真
新
し
い
発
見
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に

前
日
と
作
業
内
容
が
変
わ
ら
な
い
日
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た

場
合
、
紙
面
に
は
発
掘
作
業
後
に
行
っ
て
い
る
屋
内
作
業
の

様
子
や
考
古
学
以
外
の
研
究
者
の
活
動
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。

こ
の
新
聞
自
体
に
対
す
る
キ
ブ
ツ
か
ら
の
反
応
が
三
つ
あ

っ
た
。
一
つ
目
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
キ
ブ
ツ
・

エ
ン
・
ゲ
ヴ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
に
新
聞
を
掲
載
し
た
い
と
住

民
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
こ
と
、
二
つ
目
は
個
人
的
に
考
古
学

新
聞
の
全
刊
が
欲
し
い
と
貰
い
に
来
て
く
れ
た
住
民
が
い
た

こ
と
、
そ
し
て
キ
ブ
ツ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
今
夏
発

行
し
た
新
聞
が
全
て
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
反
応
に
は
、
以
下
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

写真１ 毎日キブツの食堂に掲示した ITON ARCHEOLOGIA

史
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る
。
一
つ
目
は
、
新
聞
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
た
こ

と
で
、
現
在
は
キ
ブ
ツ
に
住
ん
で
い
な
い
キ
ブ
ツ
出
身
者
も
新
聞

を
読
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た

通
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
が
示
す
対
象
は
、

「
国
家
」
と
「
市
民
」
と
い
う
概
念
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
（
9
）
。
キ
ブ

ツ
と
い
う
個
人
の
集
合
体
に
対
し
て
の
教
育
普
及
活
動
を
行
っ
て

き
た
わ
け
だ
が
、
考
古
学
新
聞
が
紙
面
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
今
は
キ
ブ
ツ
・
エ
ン
・

ゲ
ヴ
に
住
ん
で
い
な
い
が
、
こ
の
場
所
と
関
係
の
深
い
人
々
に
対

し
て
も
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。
キ
ブ
ツ

出
身
の
若
者
は
、
進
学
や
就
職
の
た
め
に
キ
ブ
ツ
を
出
る
場
合
が

多
い
。
し
か
し
、
彼
ら
も
い
ず
れ
キ
ブ
ツ
に
戻
り
、「
そ
の
文
化

に
つ
い
て
議
論
し
、
そ
の
生
産
物
を
享
受
す
る
個
人
の
集
合
体
」

の
一
員
と
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
こ
う
し
た
未
来
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
情
報
発
信
も
重
要
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
考
古
学
調
査
と
い
う
行
為
自
体
が
キ
ブ
ツ
の
出
来

事
、
ま
た
は
歴
史
の
一
部
と
し
て
住
民
に
捉
え
て
も
ら
え
た
点
で

あ
る
。
そ
れ
は
住
民
個
人
が
新
聞
を
収
集
し
た
り
、
キ
ブ
ツ
の
ア

ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
新
聞
が
収
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
分
か
る
。

本
来
の
考
古
学
者
が
調
査
内
容
を
社
会
に
提
示
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、

発
掘
終
了
後
に
検
出
さ
れ
た
遺
跡
や
遺
物
の
情
報
を
ま
と
め
、
分

析
を
し
、
解
釈
を
行
い
、
発
掘
報
告
書
を
発
行
す
る
と
言
う
形
を

採
る
。
し
か
し
多
く
の
場
合
、
地
域
住
民
が
学
術
書
で
あ
る
発
掘

報
告
書
を
購
入
し
て
調
査
成
果
を
読
む
と
言
う
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
。
考
古
学
新
聞
に
お
け
る
記
載
は
、
そ
の
後
の
分
析
や
解
釈
方

法
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
調
査
期
間
後
暫

く
し
て
か
ら
発
行
さ
れ
る
発
掘
報
告
書
よ
り
も
、
考
古
学
調
査
の

記
憶
を
地
域
住
民
の
生
活
の
中
に
印
象
強
く
残
す
こ
と
が
で
き
た

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
現
地
説
明
会

現
地
説
明
会
と
は
、
発
掘
調
査
中
ま
た
は
終
了
後
に
、
市
民
に

対
し
て
調
査
内
容
を
遺
跡
で
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
地

説
明
会
の
役
割
は
、
教
育
普
及
的
側
面
と
周
辺
住
民
の
調
査
に
対

す
る
理
解
の
獲
得
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
遺
跡
は
、
発
掘
調
査
後

に
展
示
用
に
保
存
・
整
備
さ
れ
る
も
の
と
、
破
壊
ま
た
は
埋
め
戻

し
を
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
展
示
用
に
保
存
・
整
備
さ
れ
後
世
に

残
さ
れ
る
遺
跡
は
、
発
掘
調
査
終
了
後
に
再
び
見
る
機
会
が
あ
る
。

し
か
し
今
回
の
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
よ
う
に
、
発
掘
調
査
終
了
後

に
掘
り
出
し
た
土
を
再
び
戻
す
埋
め
戻
し
が
行
わ
れ
る
場
合
で
は
、

後
々
に
遺
跡
の
現
物
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
為
、
活
字

に
よ
る
報
告
書
と
は
別
に
、
実
物
を
前
に
し
て
遺
跡
の
調
査
結
果

キ
ブ
ツ
・
エ
ン
・
ゲ
ヴ
住
民
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
の
活
動
（
二
〇
〇
九
年
）

一
〇
三
（
三
一
三
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を
市
民
に
対
し
て
公
開
す
る
こ
と
は
教
育
普
及
的
側
面
か
ら
見
て

も
有
意
義
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
発
掘
作
業
現
場
と
周
辺
住

民
と
の
生
活
の
距
離
が
近
い
状
況
下
で
の
調
査
の
場
合
、
継
続
的

な
調
査
へ
の
理
解
を
得
る
為
に
は
周
辺
住
民
へ
の
説
明
は
必
要
不

可
欠
で
あ
ろ
う
。

今
回
、
調
査
期
間
中
に
発
掘
現
場
の
様
子
を
見
に
来
た
地
域
住

民
に
対
し
て
、
そ
の
都
度
説
明
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
も
「
現
場

説
明
」
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
キ
ブ
ツ
の
幼
稚
園
生
が
遺
跡
を
訪

れ
た
際
も
、
最
も
建
造
物
と
し
て
の
特
徴
を
留
め
て
い
る
グ
リ
ッ

ド
一
つ
を
選
ん
で
、
そ
の
状
況
の
説
明
を
行
っ
た
。
勿
論
、
発
掘

調
査
終
了
後
に
も
、
総
括
と
し
て
の
現
場
説
明
会
を
行
っ
た
。
周

辺
住
民
だ
け
で
な
く
、
語
学
研
究
に
来
て
い
る
ウ
ル
パ
ン
の
学
生

も
説
明
を
聞
き
に
来
て
い
た
。
調
査
団
長
の
説
明
の
途
中
で
も
、

考
古
学
に
造
詣
の
深
い
地
域
住
民
か
ら
は
矢
継
ぎ
早
に
質
問
が
飛

ん
で
き
て
い
た
。
質
問
の
内
容
は
、
考
古
学
的
解
釈
に
関
す
る
こ

と
か
ら
、
来
年
度
の
発
掘
調
査
計
画
に
つ
い
て
ま
で
様
々
で
あ
っ

た
。四

、
遺
跡
保
存
・
公
園
化
立
案
班
の
活
動

今
回
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
住
民
と
調
査
隊
と
の
間
に
二
つ

写真２ 周辺住民に対して行った現地説明会

史

学

第
七
九
巻

第
三
号

一
〇
四
（
三
一
四
）



の
合
意
事
項
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
調
査
後
の
遺
跡
の
埋
め
戻

し
」
と
「
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
調
査
隊
が

積
極
的
に
協
力
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に
お
い
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
遺
跡
保
存
・
公
園
化
立
案

班
の
活
動
で
あ
る
。
同
班
は
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
松
原

弘
典
准
教
授
を
中
心
と
し
て
、
遺
跡
を
文
化
資
源
と
し
て
地
域
開

発
に
生
か
す
方
法
の
提
案
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
同
班

の
活
動
は
、
筆
者
自
身
が
直
接
取
り
組
ん
だ
も
の
で
は
な
い
の
で
、

本
稿
で
の
詳
細
記
載
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
こ
こ
で
は
、
同

班
が
今
年
立
案
し
た
二
つ
の
遺
跡
に
係
わ
る
提
案
が
、
ど
の
よ
う

に
キ
ブ
ツ
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
を
報
告
し
た
い
。

提
案
の
一
つ
目
は
、
以
前
発
掘
さ
れ
埋
め
戻
し
さ
れ
ず
に
そ
の

ま
ま
の
状
態
で
あ
る
遺
跡
地
区
と
住
宅
地
及
び
公
道
を
仕
切
る
フ

ェ
ン
ス
の
建
て
直
し
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
元
々
フ
ェ
ン
ス
が
敷

設
さ
れ
て
い
た
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
上
に
、
黒
色
系
の
色

の
た
め
、
夜
間
に
見
え
に
く
く
、
車
が
接
触
す
る
危
険
性
が
あ
る

と
キ
ブ
ツ
側
か
ら
意
見
が
出
て
い
た
。
そ
こ
で
、
遺
跡
保
存
・
公

園
化
立
案
班
は
白
色
の
こ
れ
ま
で
の
フ
ェ
ン
ス
よ
り
頑
丈
な
素
材

を
使
用
し
た
新
し
い
フ
ェ
ン
ス
を
設
計
し
た
。
二
つ
目
は
、
今
回

の
発
掘
調
査
終
了
後
に
考
え
う
る
遺
跡
の
公
園
化
に
つ
い
て
の
提

案
で
あ
っ
た
。
遺
跡
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
は
キ
ブ
ツ

内
で
も
意
見
が
分
か
れ
る
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。

八
月
二
十
日
木
曜
日
に
、
遺
跡
保
存
・
公
園
化
立
案
班
が
設
計

し
た
計
画
案
が
キ
ブ
ツ
側
に
提
示
さ
れ
た
。
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
キ
ブ
ツ
側
の
反
応
も
良
く
す
ぐ
に
着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
二
つ
目
の
公
園
化
に
つ
い
て
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
キ
ブ

ツ
側
で
も
具
体
的
構
想
が
固
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
為
、
即
時
の
反

応
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
計
画
案
を
キ
ブ
ツ
住
民
に

対
し
て
発
表
し
、
検
討
・
協
議
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

遺
跡
保
存
・
公
園
化
は
、
発
掘
調
査
後
の
行
為
で
あ
る
為
、
調

査
開
始
年
か
ら
取
り
組
む
に
は
具
体
性
が
欠
け
た
り
、
予
測
が
立

ち
に
く
い
な
ど
の
問
題
点
も
あ
る
。
し
か
し
、
早
期
か
ら
周
辺
住

民
と
遺
跡
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

例
え
ば
、
本
当
に
遺
跡
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
本
当
に

遺
跡
を
公
園
化
す
る
必
要
は
あ
る
の
か
、
も
し
公
園
化
し
た
場
合

に
は
誰
が
そ
こ
を
管
理
す
る
の
か
等
の
問
題
に
対
し
て
、
多
く
の

住
民
の
意
見
を
聞
き
、
地
域
に
と
っ
て
最
も
適
切
な
「
遺
跡
の
未

来
像
」
を
模
索
し
て
い
く
時
間
を
充
分
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
で
行
っ
た
住
民
へ
の
活
動
は
、

キ
ブ
ツ
・
エ
ン
・
ゲ
ヴ
住
民
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
の
活
動
（
二
〇
〇
九
年
）

一
〇
五
（
三
一
五
）



今
後
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
活
動
を
行
う
為
の
準
備
作
業
と
言
え

る
。
今
回
は
考
古
学
者
か
ら
市
民
に
対
し
て
の
情
報
発
信
活
動
に

終
始
し
、
市
民
と
共
に
調
査
・
解
釈
を
行
う
機
会
を
設
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
遺
跡
保
存
・
公
園
化
立
案
班
か
ら
の
エ

ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
未
来
像
に
係
わ
る
提
案
も
、
現
在
キ
ブ
ツ
側
か

ら
の
回
答
待
ち
の
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
行
っ
た
よ
う
な

考
古
学
者
に
よ
る
情
報
発
信
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
が
確
立
さ

れ
る
も
っ
と
以
前
か
ら
存
在
す
る
重
要
な
考
え
方
で
も
あ
る
（
10
）
。
調

査
期
間
中
で
あ
れ
、
調
査
終
了
後
に
遺
跡
整
備
を
行
う
際
で
あ
れ
、

遺
跡
情
報
を
如
何
に
社
会
に
発
信
し
伝
え
て
い
く
か
は
、
考
古
学

者
や
調
査
に
関
わ
っ
た
者
が
常
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
ビ
ン
ク
スB
inks
他
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
考
古
学
的
発
掘
に
お
け
る
優
れ
た
遺
跡
紹
介
は
、（
市
民
に
対

す
る
）
注
意
喚
起
、
広
報
、
経
済
効
果
創
出
に
お
い
て
有
効
に
作

用
し
、
更
に
今
後
の
継
続
調
査
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
支
援
の
獲

得
へ
と
つ
な
が
る
（
11
）
。」

二
〇
一
〇
年
度
以
降
は
、
引
き
続
き
日
刊
考
古
学
新
聞
や
調
査

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し
て
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
と
共
に
、
遺
跡
調
査
を
キ
ブ
ツ
住
民
に
対
し
て
開
放
し
協

働
で
き
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
、
考
古
学
活
動
と
キ
ブ
ツ
社
会
と

を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。
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二
〇
一
〇
�
「
二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡

（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査
」『
史
学
』
第
79
巻
第

１
・
２
号
、
八
七
―
一
一
四.

松
田
・
岡
村

二
〇
〇
五
�
「
考
古
学
の
新
地
平
線

パ
ブ
リ
ッ

ク
考
古
学
最
前
線
�
�
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
の
成
立
と
英
国

に
お
け
る
発
展
」『
考
古
学
研
究
』
第
52
巻
第
２
号
、
一
〇

〇
―
一
〇
三
。

注（
１
）

Public
A
rchaeology

の
訳
語
に
関
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

定
訳
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
筆
者
はPublic

A
rchaeology

研
究
者
で
あ
る
松
田
氏
の
訳
語
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
」
を
採
用

し
た
（
松
田
二
〇
〇
五
）。
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
と
い
う
用
語
は
、

一
九
七
二
年
に
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
マ
ッ
ク
ギ
ム
ジ
ー
著

『
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
』（M

cG
im

sey,C
.R
.I
1972

）
の
中
で
初

め
て
使
用
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
、
開
発
の
た
め
に
遺
跡
破
壊

が
進
む
中
、
遺
跡
を
守
る
た
め
に
は
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
だ
と
考
え
た
マ
ッ
ク
ギ
ム
ジ
ー
は
、
考
古
学
者
が
積
極
的
に
働

き
か
け
て
市
民
と
考
古
学
を
結
び
つ
け
る
必
要
性
を
説
い
た
。

（
２
）
こ
う
し
た
考
古
学
の
変
化
を
齎
し
た
社
会
的
要
因
は
次
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
考
古
学
調
査
や
調
査
結
果
が
現

代
社
会
や
住
民
と
の
共
通
性
を
持
つ
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た

こ
と
、
二
つ
目
は
教
育
の
発
展
と
知
識
の
解
放
運
動
の
拡
大
、
三

つ
目
は
考
古
遺
産
の
観
光
資
源
化
と
産
業
化
の
台
頭
、
四
つ
目
は

考
古
学
が
国
家
主
義
や
民
族
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
結
び
つ
い

た
こ
と
、
五
つ
目
が
昨
今
考
古
学
に
関
す
る
法
整
備
が
急
速
に
進

ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（Schadla-H

all2006
:76

）。

（
３
）

M
atsuda

2004
:66

（
４
）

M
errim

an
2004

:2

（
５
）

M
errim

an
2004

:1

（
６
）
松
田2005

�101

（
７
）
杉
本
・
間
舎

2010

�87

�114

（
８
）
イ
ス
ラ
エ
ル
で
日
刊
新
聞
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
筆
者
の
申

し
出
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
北
海
道
大
学
の
加
藤
博
文
先
生
に

こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
９
）

M
atsuda

2004
:66,M

errim
an

2004
:2

（
10
）

C
opeland

2004

�132

（
11
）

B
inks

et
al.1998

�2

�3

報
告
者
訳
。
原
文
は
次
の
通
り
「G

ood
on-site

presentation
of

the
archaeologicaldig

is
good

for
raising

aw
areness,

good
public

relations
and

good
for

generating
incom

e
and

sup-
port

for
continued

w
ork.

」

キ
ブ
ツ
・
エ
ン
・
ゲ
ヴ
住
民
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
の
活
動
（
二
〇
〇
九
年
）

一
〇
七
（
三
一
七
）


